


第5章

宝塚市議会の応急活動と
市長及び市議会、県議会議員選挙等

1 宝塚市議会の動き

自らが被災した識貝も多かったが、災害発生後数

日間は、議貝の周辺地区における救助活動等、議員

個々の活動を行い、談会組織としては、ようやく 1

月20日から動きはじめるこ とができた。

1月20日、各会派の幹事長会を開催し、直ちに任

意の災害対策特別委員会を設骰し、市へ水道の早期

復旧、市民への梢報徹底や、仮設住宅の早期設樅等12

項目の申入れを 1月27日に行う等、被災者に対する

施策の充実に努力した。

3月には定例市識会が開催され、代表賀問におい

て各会派から箆災復旧 ・復興対策について多くの質

疑を行った。 また、兵廊県南部地笈の災害復典に関

する「決誂」を行うとともに災害復典に対する「意

見瞥」を可決した。

統一地方選挙後は、箆災復典対策特別委貝会を設

置し、宝塚市旋災復興計画等を審談するとともに仮

設住宅の内容充実 ・数の確保、マンション建替え支

援充実、災害復典公営住宅の確保、家屋解体申諒の

締切延期等々市民のニーズを行政に反映させる努力

を行い、兵痙県知事に対して17項目の陳情を 8月21

日に実施した。

識会として、 10月と 8年3月に、政府等に対して

「阪神 ・淡路大箆災に伴う復旧 ・復典対策に関する

要望歯」を提出並びに陳情し、支援要睛を行った。

宝隈隈第108号

平成 7年8月21日

兵廊県知事貝原俊民殿

宝塚市識会識長梶本克一

従災復旧 ・復典対策の促進について（要望）

兵肺県南部地梃発生以後、 1梵職におかれましては本

市地碇災害復旧 ・復典対策の促進のため、なにかとご

尽力を賜り瞑く御礼申し上げます。

さて、本市緞会梃災復典対策特別委員会 （中辻 浄

委員長）は、袈災復旧 ・復興対策の促進について今般

委員会の意見を取りまとめ、関係先に強く要望するこ

ととなりました。

投職におかれましては、本市の実惜をご賢察のうえ、

格段のご配慇を賜りますようお顧い申し上げます。

箆災復旧 ・復具対策の

促進に関する要望掛

去る 1月17日、 一瞬のうちに市民の生命と財産を奪

い去った「兵1ilt県南部地箆」からはや 7カ月がすぎ、

被災地ではその後の余策におぴえながらも力強く且つ

遥ましい復興の槌音が聴かれます。

しかし、市民の表梢は将来の生活基盤の不安、住宅

の復輿、宅地の防災保全等々の重なる生活不安から、

疲弊は極限に達していると申しても過言ではあ りませ

ん。

市民はかつて経験したことのない大地震にみまわれ、

今日ほど行政に復興の望みを託す心情は想像を超える

ものがあり、本市隈会においても 1月20日には任意の

「災害対策特別委員会」、統一地第選挙後の 5月17日に

は法上の「箆災復斜対策特別委員会」の設似をし、鋭

意市と力を合わせて「復旧 ・復興」の四文字を目標と

して今日まで努めてまいったところであ ります。
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仮設校舎で元気いっばい新学期（宝塚小字校にて）
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るが、北部叫況はこの際一いかないが、人阪は縮小しおらず今後まと思たばllf給与は番凶阻。るもので下流か望百lL十答挫酉姐血は悶ししたい．の拠咆Jしての選択を恢川
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. " 当 初 予 算額 第一号補正額 合 計

般 会 計 628億円 151!~400万円 71暉 2400万円

国民国瓜保険事鵡費 碑胡50万円 箪 385妨円

符 国民皿屎阪鯰窯屈殷費 1億8150万円 1'18150万円

晨菓共済m業費 7100万円

―` 
7100万円

別 用品綱還費 .. 1億的①万円 H,9900万円

交通災害共済m稟費
卜漕• A920万円 4920万円

会 公共下水辺事業費 " 暉 1180万円 1但4110万円 81ほ5290万円

老人保健医a罪梨費 12濾 2290万円 120億2290万円

計 宝塚駅前地区市街地円閲発事梨費 36億4390万円 8≪1 660万円 d“、5050万円

老人保傭態殷費 5億2640万円 5億2似0万円

水 這 事 槃 会 計 75{区沿印万円 75饂3060万円

” 
呪 事 集 全 討 69億5358万8千円 5000万円 70{1,l 358万8千円

合 計 111暉 2838万8千円 161億2170万円 1271億5008万8千円

当 初 予 算 額 第一 号 補正額 合 計

市税 360憶円 360偲円

地方屈与税 11憶円 11総円

利子割交付金 13億円 13低円

ゴルフ場利用税交付金 3憶7000万円 3億7000万円

特別地方消貨税交（寸金 2000万円 2000万円

自動[H取祖税交付金 “忽5000万円 4億5000万円

回打提供施設等所在市町村助成交付金 500万円 500万円

地方交付税 5億円 5低円

交通安全対策特別交（寸金 4100万円 4100万円

分姐金およひ負祖金 5隠4005万7千円 5250万円 5億9255万7千円

使用料および手数科 15億ld33万9千円 15應1433万9千円

国印支出金 53憶6251万6千円 41低6427万2千円 95億2678万8千円

県支出金 20磁1053万2千円 4（意3337万5千円 24{~4390万7千円

財在収入 6偲4008万3千円 6@4008万3千円

寄付金 11惚 123万7千円 500万円 11位 623万7千円

燥入金 18偲7617万8千円 30（忍3300万円 ~9億 917万8千円

紐越金 l千円 1千円

朽収入 54低7325万2千円 4低3135万3千円 59偲 460万5千円

市債 44億9580万5千円 70億 450万円 115憶 30万5千円

歳入合計額 628億円 151億2400万円 779億2400万円

当 初 予 算 額 第 一 号 補正額 合 計

議金践 6低 7万1千円 6{¥l. 7万l千円

総務費 62億7029万1千円 4395万5千円 63低1424万6千円

民生債 151億3466万円 53偲3758万7千円 204低7224万7千円

鉗生費 54億1836万2千円 26万円 54@1862万2千円

労鋤費 1億3~22万3千円 3臨 50万4千円 10俎3412万1千円

／没林菜貨 5総2556万8千円 242万7千円 s偲2799万5千円

商工費 1 HIJ.~792万6千円 .8687万5千円 12億3480万1千円

土木筏 169低9446万1千円 37低1838万d千円 207｛忍1284万5千円

消防践 21i意3543万円 6060万円 21!<:t9603万円

教百妓 69低6789万9千円 7315万朽千円 10i悠4105万3千円

災世復1日11.i 3千円 55艇 25万4千円 55憶 25万7千円

公飢費 55偲1710万6千円 551憩1110万6千円

記支出金 11低5400万円 11!忽SdOO万円

予備吹 2偲円 2億円

歳出合計 628億円 151低2400万円 779{ij2400万円

第5章 宝塚市議会の応急活動と市長及び市議会、 県議会議員選挙等 217 
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(
2面
か
ら
つ
づ
く
）
伝
行
け
止
め
、
薗
に
畑
い
街
が
羅
所
に
な
り
、
ホ
甕
が
頌
所
名
9

っ
て
い
る
が
、
巾
と
占
る
。
災
努
祀
船
し
て
破
内
の
い
た
こ
と
が
今
回
の
籾
巻
は
悽
ぷ
り
も
ぷ
た
い
ケ
ー
ス
が
つ
け
に
な
る
の
で
は
．
答
外
来
賛
の
午
前
中
に

ー

'
i
iー
"
1
1

づ
く
り
ん
荘
唇
妥
し
て
別
の
過
5

で
行
わ
れ
て
い
る
が
し
て
菜
的
に
ど
う
ャ
炎
る
か
▽
答
業
に
あ
に
っ
て
は
出
な
い
中
飩
麿
°
勘
い
し
べ
爵
的
に
胃
し
含
。
現
揺
城
の
怜
し
を
否
翡
后
力
し
ば
叫
め
屈
漿
激
し
い
の
で
孟
薩

水
旧
等
ぱ
学
校
建
て
mえ
に
あ
い
9

，
ヽ
ペ
さ
だ
．
今
後
入
学
努
迎
え
る
＿

A
に
必
要
。
意
向
濶
液
も
大
切
だ
が
糾
岱
性
を
午
分
配
堺
せ
ょ
．
叉
「
後
プ
LI
ッ
ク
皿
改
作
が
て
＇
水
対
策

、
系
統
問
切
に
収
あ
わ
せ
て
け
・つ
ぺ
竺
ぷ
3
．
た
い
し
あ
意
味
で
、
文

mと
し
の
也
＾
を
版
討
し
て
い
る
。
し

ゎ
周
す
る
必
吸
が
魯
．

【平
成
七
年
度
宝
ぼ
市
一
般

つ
い
て
｀
多
＾
は
．
一
定
の
枯
部
を
も
っ
て
囮
付
し

▽
公
氾
に
而
し
に
プ

n
1ソ

m加
す
る
と
忍
つ
が
、
生
け
坦
り

mむ
よ

っ

。

答

い

た

ず

ら

れ

lti途
地
岐
て
「
費
籾
」
よ
り
r凶
い
「
協
力
」
か
し
近
接
の
老
人
保
邸
廂
設
、

（総
括
質
殴
）

会
計
補
正
予

g
(m-号
)】｛^土

笞
限
か
ら
嬰
間
も
め
り
四
そ
の
方
向
偲
れ
期
に
示
す
こ
塀
が
即
い
た
厄
阪
は
励

mが
あ
化
を
期

’eさ
れ
た
い
。
▽
名
地
下
拙
設

nの
エ
が
を
の
団
印
ば
印
醤
の
JEl況
か
想
を
使
っ
た
も
の
．

m臨
学
校
が
そ
れ
モ
れ

m独
の

ぱ
ら
ば
2
に
す
る
の
で
地
磁
が
化
さ
せ
る
―j
と
に
も
な
り
、
小

意

見

狂

111励
を
埒
た
な
い
の
で
、
こ

問

奇

防

災
minIは
漿

欝

成

可

決

）

月

翡

で

に

は

阪

設

住

宅

呼

ヘ

；

斜

地

対

策

と

し

て

糾

本

仰

ば

、

癸

窟

嘉

厚

念

紅

召

。

住

民

と

の

合

意

明

確

に

醤
に
な
る
．
共

腐

の

閤

さ

な

蚤

達
f

二

醤

蘭

m

菜
腐
の
行
に
あ
た
っ
れ
ら
廣
の
オ
ー
プ

、

ら
れ
て
き

r”
如
迦
が
あ
る
が
、

総
面
に
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十

im
が
、
不
可
叩
な
状
況

m
3名
興

備

か

れ

心

め

て

ほ

し

い

。

棠

喝

総

凸

g
m応
班
叫
を
し
、

計
て
は
十
分
に
住
民
の
意
＂
＃
品
が
生
じ
た
屈
合
に
ぱ
民
問

耽
f
u

至
塚
市
震
災
復
興
緊
怠
粒
圃
的
な
市
街
地
賂
間
を
h
い
た

、
て
行
う
こ
と
．
埠
府
り
上
げ
、
新
た
な
用
地
確

復
整

災
魚

震
災
の
教
躙
を

r．生
か
し
て
二
千
闊
万
円
を
追
加
し
て
恥
辛
紋
し
ぃ
、
習
を
す

咋
い
い
的
に
は
地
包
弥

T
i
f
l
j

賛
籍
•
←
麟
心
門
・
る
だ
け
悲
か

L
]

文
言
で
「
協
力」
と
表
現

震
緊
[
[
月
に
つ
い
て

】（
買
い

r
m羹
盟
贔
の
文
盆
て
託
謬
闘
門
＂
闘
ぃ
．

紺
づ
く
り
を
視
て
い
か
は
す
．

問

器

恩

＾

囚
醤
し

本

仰

且

屑

隠

豆

で

特

民

の

息

臀

つ
け

｝

互

苓

易

製

裔

の

大

け
几
ば
な
ら
な
い
。
平
成
七
年

問

器

隠

且
＇
、

‘

て

介

碑

が

必

桜

な

方

へ

の

対

応

保

vi金
等
で
間
て
ん
し
よ
っ
と
焚
ほ
善
鼻
た
市
街
地
る
こ
森
闊
で
な
、
押
し

切

{

J
が
十
5
紡
諏
さ
れ
た
に
も

変
名
の
で
す
．

ぉ

喜

唇

翠

屑

；

E
＇

、

か

か

わ

・

茅

、
や
み
く
も
に
Jll

閾

盟

の

み

r函
啓
彗

晋

隠

苔

喜

セ

ク

:

ラ

い

闘

IILiJ偲

！

も

乱

息

青

□芦
躙
饂
g

饂靡員

：tJl
別
で
は
Jt
；

屈

届

想

羞

；

・

1•• 

j

:

＇ 

ロ

り

り
の
応
醤

認

翡

峠

恥

い

籍

託

杞

闘

4htt"り

に

＂

只

鱈

ば

耀

峠

肛

鰐

籍

且

闘

[

[・ い

疇

・・r"
＂蹂

〗l
[
r
1

〗
[
/
〗
[
〔
ニ
ロ
ニ
ニ
冒

シ

的
に
険
肘
し
、
専
門
匁
の
黙
兄

森

蘭

設

の

岳

窓

翠
で
す
．

窃
四
月
か
ら
醤
忍
．
問
加
入
分
胆
位
は
そ
ろ
そ
を
叫
箇
腿
忘
父
器

[

.

.
"
滑

“
.
”
.

-,t[

ー
を
終
映
さ
れ
た
い
。

，
プ
ハ
災
祗
」
と
し
、
施
問

ス
ク
ッ
プ

の

記

四

は

．

要

望

ろ

虎

止

す

べ

き

で

は

．

に

如

い

mづ
く
り
推
進
の
た
め

】

T

.

I
 

プ

【平
成
七
年
度
宝
収

m病
院

至
塚

m老
人
保
皿
施
設
条
成
可
決
）

股

器

叫
乳
に
関
す
る
条
答
四
土
ハ
人
屈
塚
悶
芯
槌
裔
を
解
体
し
て
幼

苔

n効
は
収
入
で
あ
り
、
の
訊

m等
を
す
る
に
め
脱
案
し

m稟
会
計
補
正
予
算

（第
一

例
の
制
定
に
つ
い
て
】苓

訂

代

木

件

は

七

月

に

叫

漿

腐

笈

て

い

る

．

瓦

m
え
る
啓
、
建
＄
・＂
＾
後
も
っ
し
ば
ら
く
は
続
け
に
い

。

に
お
．

問
烹
以
外
の
開
危
は
公
悲
＇
水
袋

、
と

い

巌

覧

．
翌

望

問

筍

そ

閉

築

適

．．
 

l

．`

、

l-
t
-
r

g
)
】
（
＾
貞
閃
器
可
決
）

木
件
は
兵
血
g
閲
部
地
翠

悶

忍

ち

の

か

．

開

か

伽

い

．

ぽ

森

い

r

m

笈
面
が
分
散
し
て
合
に
建
築
物
も
破
視
受
け
、

＇，

答

当

血

は

嬰

．

に

ん

粋
化
町
と
し
、
そ

の

後

公

平

成

十

年

i

二
月
冗
成
予
定
。
販
は
し
f
戊
味
施
殷
等
の
平
成

凹

悶

ェ

Iflは
従
来
の
予
七
年
度
に
お
け
る
復
旧
菜
籾
に

五
百
床
へ
増
床
計
画
は

g

定
と
お
り
平
成
八
年
一月
に
俯
収
す
る
収
箪
貸
應
つ
い
て

【屈

翌

老

人

a盈
岱

裔

に

切

蒻

え
る
元
J

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
そ

て
】
（全
い
何
成
可
決
）
の
底
午
伐
盟
し
て
市
民
サ

完

工
で
き
る
の
か
．
所
四
の
補
正
を
し
よ

2
守
る

恥

麟

闘

げ

砂

[

[

い

鱈

f
年

”

先

に

耐

緩

甚

準

見

直

し

病

必

炉

叶

賛

"

“

で

い

113
唇

煕

蒻

罹

稲

罪

る

た

め

小

爵

【平
成
七
年
度
宝
塚
市
水
心

き

な

い

・

用

の

器

の

位

り

入

れ

先

裔

丁
H
哭

爵

器

内

に

哭

m菜
会
計
予

n】(fll成
多
改
01

る
お
で
す
．

問

m器
麿

並

ど
お
平
ば
．

叶
訂
〗
い
紅
戸
醤
懃
紺
器
槃
□
日
＇

は
．
極
へ
の
研
広
菰
二
鰭
籍
虚

1
1
.
Q

伝
／
応
幻
闘
請
げ

為
定
位
・
品
る
も
の
で

m危
JJ七
千
六
百
戸
、
年
皿

【平
成
七
年
度
宝
塚
市
病
院
入
五
十
五
磁
互
千
七
臼
八
十
―
-l

5

今
回
の

m災
に
伴
う
．ill

笞

門
ェ
を
社
ら
せ
て
予
定
況
叫
点
で
は
未
町
定
。

給

裔

二
千
六
百
七
十
七

U
ュ
m窯
会
計
予

g
(＾点
莉
成
可
万
ハ
T
円
、
支
出
六
士
忌
九
震
朽
暉
の
兄
れ
し
｀
復
興

5
a
ど
お
り
充
成
さ
甘
る
の
は
阪

め

窓

兄

問

悶

内

打

は

．

刀

ぶ

と

し

、
収
低
的
収
支
は
収
決
）

千
五
臣
丘
十
二
万
四
千
円
、
沢
大
に
予
料
を
必
要
と
別
る
に
め
て
困
g
．

▽

災

古

笈

典

に

関

す

る

紐

代

否

災

飩

器

tJl
ニ
ー
ズ

入
支
出
と
ら
114十
伍
醤
千
“
人
件
は
”
務
士
也
洪
殴
慟
本
的
収
支
は
収
人
涅
桝
ギ
―
――

や
埜
汀
ず
、

m床
X
m費
の

問

m築
ス
ベ
ー
ス
は
．

と

い
う
観
点
か
ら
低
利
の
融
rrl

に
あ
わ
せ
て
朋
｀
の
サ
ー
ピ
ス

m、
沼
本
的
収
支
ば
収
人
十
丘
店
床
啓
酋
床
、
巾
間
人
院
息
土
”
一
千
内
、
文
出
冗
偲
li
当
切
子

m
m上
を
見
送
え
3
.
-
a
w紛
か
ら
耳
昆
規
佼
ゃ
利
子
洲
給
等
何
ら
か
の

m代

を
111ク
C
わ
せ
｀
ど
の
内
腐
舟
韮
ハ
ト
万
円
、
文
Iu二
れ
孜
几
Ji四

千

閤

八

t
‘
千
八
匝
分
四
で
円
と
し
、
不
問
匹
災
前
の
町
笈
ス
ケ
ジ
の
ス
ペ
ー
ス
で
殿
計
し
て
お
り
を
訊
じ
、
fil叩
fraiつ
低
利
で

限
る
か
を
器
裟
こ
占
か

t姓
几

f
ハ

ガ

塁
L
、
平
皿
外
来
悦
登

虚

Jj-i
一

蜆

磁

器

泌

虹

協

裔

褐

，

ー

ル

は

．

皿

晋

に

い

．

砒
扱
笞
ソ
つ
れ
る
K
・っ国
・

沿
人
ミ
ーな
仕
IJi
．

不

足

額
は
必
年
度
川
飩
堺
咽

T
じ
百
人
、
収
低
的
収
＂洛
は
収

N
金
F
て
班
」
IVし
ぶ
?<
＂
笞
平
成
八
竺
月
竹
上

、

問

駐

m均
L

N

つ
い
て
ば
．
原
に
嬰
糾
す
べ
さ
ば
．

... 
JJ“'.I』

ィ /
在宅18祉の関点厄＆-1月オープンのステップハウス宝ぼ（ひ迅施沢）

センター事業内容は :閃
孤
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国
道
な
ど
拡
幅
整
備
を

整
備
要
綱
制
定
し
対
応

． 

羮緞長市

I爵
器
価
】

舶
•

西
図
点
郡
海
でl
l
I
旧
亮
包
は
憬
，
ト
イ
レ
が
な
い
掛
ふ
い
え
ば

、

今
安
で
よ
り
不
ン
シ
，
ン
叫
如
切
囮
人
の
力
で
助
が
必
炉で
は
。

[m
立
病
眈
m
床
計
m】

議

公

旧

叫

県

jllill収
象
え
る
ぺ
さ
で
は
．
と
の
こ
と
だ
が
な
ぜ
か
．
北
に
安
定
な
住
屯
盆
礼
や
只
い
う
状
ば
郎
決
で
き
に
い
こ
4
J
や

新

に

m

丑

必

収

t吹
n苅
m

を

訊

災

二

百

床
JM沢
計
＂
ぱ

の
快
い
m
は
特
に
11森
し
し
て
m
尺
柑
迅
縣
叩
閃
か
の
淮
人
居
さ
れ
に
方
は
＂
人
か
．
汎
が
出
て
く
る
。
安
全
に
建
物
は
松
制
灰
の
阻
心
芍
は
行
政
と
湖
じ
る
よ
っ
、
哄
t
l
i
共
い
し
て
予
定
ピ
お
り
刑
め
る
の
か
．

で
も
拡
糾
招
似
岱
＂
う
へ
塁
況
ヽ
迎
が
必
吹
は
地
区
が
あ
る
の
は
部
市
整
佃
郎
反
俎
成
令
社
を
油
る
こ
と
か
ら
い
え
ば
逸
行
し
て
か
か
わ
り
を
持
つ
へ
さ
祁
国
に
渉
戒
引
し
て
い
↓

0
．

市

長

rli^
訟
の
災
屯
復
旧

は
．

氾
穴
．
＿
）
れ
ら
地
区
の
繁
累
か
ら
恨
低
さ
れ
に
住
℃
で
、
止
す
る
こ
と
に
9
る
が
e

野
で
は
．
一
）
h
[面
「
り
川
む
が
m
良
祁
校
粕
ft"閲
の
追
状
況
芍
に
よ
っ
て
は
、
堕
ふ
的

市
足
椛
褐
い
祁
備
悦
悶
法
芍
肝
旧
公
礎
tfJだ
が
、
地
ば
が
確
邸
で
さ
て
に
か
え
3
"

市

足

m

m

の

共

仰

奴

雌

”

は

．

れ

に

つ

い

て

。

叫

布

の

必

れ

が

協

似

さ

れ

る

．

を
制
定
し
て
対
応
し
に
い
。
売
元
の
伍
罹
格
菜
itJ各
お

墨

山

、
ト
イ
レ
は
ユ
-

i

ッ
ト
に

iEtの
Jtrnl化
か
堺
決

す

る

ひ

市

侵

法

til川
談
の
団
孜
を

牧
吝
長
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を
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岱
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収
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滴
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さて、本市の裳災復興計画 (10年Ii.Il)達成の予岱は

想像を超えた規模であり 、一地方自治体の能力では容

易に解決し得ないものであることから、国 ・県の復典

助成策には格段のご尽力を期待するものであります。

去る 7月18日、「阪神 ・淡路復興委員会」が兵／射県の

まとめた復恥10カ年計画に対する「意見・1L}」を村山首

相に提出した際、「本格的な復興に全力を挙げる。？は見

祁を真勢に受けとめ、努力したい。」と首相の述べられ

た言策は関係市町の一市として力強い支えと受けとめ

るものであります。

我々は、今後も国の支援策を注視しつつ、支援要望

をつづける所存でありますが、県におかれましても今

まで以上のご尽力を1頻うものであります。

以上被災市たる我市の心梢を申し上げましたが、兵

眼県におかれま して も、次のとおり捉災復旧 ・復興事

業脆施策の創股、制度の拡充及ぴ復活に格段のご尽力

を賜りますようここに要望いたすものであります。

平成 7年8月2lH

兵府県知事 貝原俊民 殿

宝塚市隈会従災復典対策特別委員会

委員長 中辻 浄

要望事項

(1) 従災復興計画実現のための財政的支援並ぴに確保

について

このたぴ、本市では彼災復興計画を策定したと ころ

でありますが、この事業推進にあたっては必要となる

市税等一般l！オi原の負担は巨額なものになると予想され、

一方、市歳入の根幹をなす市税収人は大幅な減収とな

る見通しである。

ついては、復典事業の円滑な推進を1図るためこれら

の事業に対する補助枠の｛憂先確保や特例的な補助率の

硲上や起伯についての特段の拮骰と併せて現行の依遠

期限の大稲な延長等復典事業の財源確保について国に

要望するとともに、県におかれても梢極的に対応され

たい。

(2) 普通交付税不交付団体に対する財政上の配邸につ

いて

現行の地方財政への支援措i社は普通交付税の中で措

骰されるケースが大部分であるが、本市は不交付団体

であるためその恩典が受けられない。

そのため、財政的な特段の支援を受けられるよう国

に要望するとともに児におかれても積極的に対応され

たい。

(3) 応急仮設住宅の環疫向上節について

応急仮設住宅での生活は、限られた期間とはいえ入

居者である被災者の心身の健康に及ぽす影糊は大なる

ものがあると考え られる。

ついては、生活環疫の向上のため、簡易な舗装、街灯、

段差の解消等の整備を講じていただきたい。

また、入居期間については、公党復典1主宅等が確保

されるまでとされたい。

(4) 民間1主宅買箕助成について

竹抒住宅の被災者は再入居の際、家買の大輯な上昇

が懸念されることから、これら被災者への家tti：（抒科
の助成制度の確立のため尽力されたい。

(5) 災忠公営住宅等の早期設骰と数の確保について

本市において、住宅復典 3カ年計画が策定されてい

るところですが、この計画の早期実現に尽力されたい。

また、児にかかる災沓公常住宅の建股にあたっては、

入居者の利便性を考硲した立地条件に特段の配l紐しつ

つ、早期のJ11地確保とその完成を目指し、その股骰数

においても計画尖現のため尽力されたい。

(6) 河川復旧について

本市には 2級河川が14河川あり 、その内11河川がこ

のたぴの震災により一部捐傷を受けており、早期復旧

に尽力されたい。

(7) 土地Ii画整理事業に よる而的整備事業にかかる減

歩率の緩和について

本市においては被災市街地の再建のため、土地l凶画

整理事業による而的整備事業を予クとしておりますが、

減歩率の問姐がその事業の早期実現のためには大きな

要素となっております。そこでこの事業進捗のために

通’常の減歩率にこだわらず、大幅な減歩率の緩和を図

られるよう尽力されたい。

(8) 危険民有宅地の復旧に対する支援について

本市は武lIIt川と六甲、長尾II_1系に挟まれた地形を有

し、住宅都市として発展してきた経緯から、斜而地に

石栢み等の播墜をそなえた宅地が多く ｀この従災にお

いて宅地擁壁の崩壊が多く発生した。 しかし、こ うし

た危険宅地のうち災害関連緊急、事業等の公的事業に

よって対応できる箇所は限られており 、大半は融脊制

度等の活用によって対処せざるを得ない状況にあり、

その1引用負担は多額である。そのため、個々の被災危



険宅地の復1日については被災者の脊力問題などで放附

される可能性は極めて高い。

そこで、災害関辿緊急怠領斜地崩壊対策事業等の採

択要件を大幅に緩和していただくよう国に炭望された

い。また、それが実現しない楊合は危険民有宅地の復

旧に対する支援制度の創設に尽力されたい。

(9) 県下における活断附等地従関係の専門的な調査{ijf

究について

従前から本市を含め、県下には多数の活断形がある

といわれてきました。 しかし、危険予矢ll体制について

本腰をいれた対策は取られてこなかったことを反省す

るものであります。今回の痰災を教枇IIとして、リ礼下に

おける活断陪等地従関係の琳門的な調査研究を実施し、

県民 ・市民の防災対策に脊するよう尽力されたい。

(10) 県立防災公梱lの設骰について

本市は阪神間他市に比べ、保立施設の不足は明らか

であり 、自衛隊の長尾山演習場の活J-廿など、大規模な

防災公園の設俯に尽力されたい。

(11) 県と市の梢報システムのネットワーク化の促進に

ついて

今回の災災においては、 1消報提供について問題があっ

たことを教訓として、県と市の梢報の収拾 ・提供絆に

ついてハード、ソフト而での検討を行い、情報システ

ムのネットウーク化の促進を固られるよう尽力された

"‘ 
な゚お、本市における県立による防災施股関係の設似

と県下防災施設とのネットワーク化の促進についても

尽力されたい。

(l3 ポランティア活動の振典に関するより 一府の支悛

似lillの確立について

本市議会は 6月に別紙のとおり「ポランティア活動

(/）振興に関する意見啓」を採択したところであります

が、この趣旨に碁づき国に要望されるとともに、県に

おかれましても、この意見内の趣旨にご理解いただき、

よりポランティア活動の板典のための支援制度 ・支援

体制の確立について尽力されたい。

(13) 住宅相談 ・マンション再建体制の批充について

裳災後の住宅復典やマンション再建については法規

制、助成制度の十分なる被災者への説明と再建相談の

急増に対処するため、相談体制の充実が望まれていま

す。

今後マンションの再建や地区鉦のミニ再IJり発も予想

されることから、こうした相談やアドパイスに対応で

きる要貝の派逍等に応じていただけるよう尽力された

V、
゜

閥災箸援股脊金の再受付けについて

lnJW金の貸付は受付けが終了しているところですが、

制度の行付条件が厳しすぎた り、従災の被害に より、

辿方の身省り宅に避難をしていた等の理由により、こ

の制度終了後にこうしたilill度を知り、今なおこの制度

利用を希望される方が兄受けられるので、制度の条件

緩和とともに再受付けしていただくよう尽力されたい。

(13 中小企業災せ雑棟賽制度（緊急災也復l日脊金、緊急

特別賓金等）の再受付けについて

7月末に受付け終了したこれら融舒制度を再受付け

していただくよう尽）Jされたい。

(l8 災唐弔慰金を支給する逍族の範囲の拡大について

今回の従災による死亡者の中で法律等で定められた

災沓弔慰金を受給できる迅族が存在しない場合、死亡

者の兄弟姉妹等が深い悲しみにつつまれながら死亡者

の入院、葬儀等物心両而の世•話をおこなってきたとこ

ろであります。

しかしながら、この兄弟姉妹等は災唐弔慰金を受給

する逍族の対象外として支給が認められておりません。

こうした死亡者の兄弟姉妹等ご逍族の悲しみは災杏

弔慰金を受給できる辿族に劣らないものであり、こう

したご逍族が災紺弔慰金を受給できるべ く、 支給する

辿族の範間の拡大を特例により実施されるよう国に要

鍬されたい。

また、それが実現しない場合は県において災審弔慰

金を支給できる よう尽力されたい。

(1カ 義援金支給碁準の見直しと対象の拡大について

今屈、義援金珠躯委貝会は住宅助成のため、義援金

配分 (30万円）を 8月中旬から始めるとの発表があり

ましたが、その内容は、持ち家の修紐や竹貸住宅入居

に対する助成であり 、その対象条件も厳しいものであ

ります。また、全壊 ・半壊家届の建て替え等は助成fIill

度対象から除外されるなど被災者に対する配磁に欠け

たものと指摘されています。

このため、この助成制度の対象条件の緩和や全壊 ・

半壊家屋の建て替え等の助成制度の創設に尽力される

とともに、国に対しても被災者の生活再建のための抜

木的な見舞金制度の創設について県より特に要望され

たし‘o
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阪神 ・淡路大震災に伴う

復旧 ・復躾対策に関する要望書

内閣総理大臣

大蔵大臣

文部大臣

匝生大臣

労働大臣

運輸大臣

自治大臣

通商産業大臣

地笈対策担当国務大臣

国土庁長官

様

宝議識第179号

平成 7年10月5日

兵tl［県宝塚市談会議長梶本克ー

阪神・淡路大従災に伴う復1日・復興対策に関する要望

宝塚市は阪神 ・淡路大震災により、営々と築きあ

げてきた生活 ・文化環境、豊かな自然環境等を瞬時

にして奪い去られ、未曽有の被害を被りました。

箆災後8カ月が経過した現在、市民生活もようや

く平静を取り戻しつつあります。

我が市は従災復興計画の策定もおえ、復旧 ・復興

事業の滸実な実現を図り 、被災された数多くの市民

の期待に応えるため、「人1111性の隙訛」を基本とし

た安全で快適な都市づくりを強力に1it進する所存で

あります。

しかしながら、本格的な従災復興に向けては多く

の課題が梢み残しになっており、その解決にあたっ

ては、費職のお力添えをいただかねばなり ません。

なかでも 、被害を被った市民に対する市民税等の

減免の実施により、歳入が落ち込む中、復旧 ・復興

事業の実施に伴い膨大な財政術要が求められており

ます。

つきましては、別記に掲げております要望事項に

ついて特段のご支援、格別のご配感をl！易りますよう 、

お願い申し上げます。

［別記要望事項］

1.市街地脆備事業等震災復興事業にかかる財政支

援について

(1) 被災市街地の復興のために必要な市街地再開発

事業、土地区画整理事業、住現摂整備事業等の推進

を図るために、当市一般財源の負担は莫大な ものと

なるため、補助率の訟上げ措骰と補助裏負担額に従

災復興特別事業依（充当率100%、交付税符入率80%)

の創設を購じられたい。

(2) 都市計画街路事業のうち、復典にとって緊急か

つ必要不可欠な「復典特別事業」については国庫補

助率の窃上げ、起俵充当率及び交付税符入率の引き

上げ措骰を講じられたい。

2.災害復興公営住宅施策に対する財政支援につい

て

住宅復興を待ち望む被災者に対する施策として必

要な災害復興公営住宅供給のため、施設骰の補助率

の窃上げと用地役補助制度並びに従災復典特別事業

俵の創股や用地取得府にかかる起俵充当率の引き上

げを購じられたい。

3.倒壊家屋等解体処理にかかる財政支援について

当市の解体建物は4.800棟を超え倒壊家屋等のガ

レキ処理に要する骰用は莫大な経骰になる．と見込ま

れている。

ついては、最終処分骰用を含めて全額を国叩補助

対泉となるよう、また単価差などにおいて超過負担

が生じないよう ！！オ源措悩を講じられたい。

4.被災都市に対する財政上の配慇について

当市の財源は、バプル経済崩壊に始まる不況に加

え、従災に伴う市税の大幅な減収が確実である。そ

のため財源補瑣措骰がなされたが、一方で、その元

利倣遥金の増病をまねき、 一般財源を圧迫し、ひい

ては、起伯制限比率の悪化に至ることが確実である。

ついては、これら償返金の償返期限の大輻な延長

と起依制限比率及び公伯牲比率への非算入措皿を講

じられたい。

5.危険民有宅地の復IEIに対する支援施策について

今回の碇災における擁壁被災相談は700件を超え、

その中でも特に二次災害の危険があり 、兵廊県から

改普勧告等の出ている擁壁が244箇所ある。これま

でに雛壁復旧施策として、種々の制度や特例措骰並

びに補助金制度の対策が講じられているが、未だ多

くの擁僅の所有者がこの施策の対泉外となっている。

査力のない擁壁所有者は危険な擁壁を放骰する可

能性が高く 、被災擁壁復旧工事践の一律補助制度等

を創設するなど抜本的な施策を講じられたい。



2 宝塚市議会災害対策特別委員会
等の活動

(1)災害対策特別委員会の設置と活動

任意の災害対策特別委員会を設悩 (1月20日） （特

別委員会の設骰には腋決が必要であるが、今回は緊

急性からi義決は経ていない）した。

① 災害対策特別委員会の開他

（第 1回） 1月20日 被害状況の聴取と被災者対策

について要望した。

（第 2回） 1月23日 被害状況の確認と水確保、避

難所等への梢報の徹底、倒壊家屋処理、学校対策、

仮設住宅の確保等について審識し、要望した。

（第 3回） 1月25日 新年度予尊案等を聴取し、国

への特別立法をはたらきかける要諮、各種市民相

談 ・支援 ・助成制度の充実について審謡し、要認し

た。

（申入れ） 1月27日 議長 ・災害対策特別委貝会委

員長名にて、水道復1日・暫定給水、市民への情報の

倣底や仮設住宅等12項目の「申入れ雷」を市長宛て

提出して、早急な対応を要謂した。

（第4回） 2月1日 「申し入れ也」に対する回答

を受理。救援物品の公平配布、災害援談資金の内容

改善、復興対策人員の確保について審識し、要望し

た。

（第 5回） 2月10日 「災害復典基本方針」並びに

仮設住宅、生け垣助成、被災証明栂や借家人 ・家主

とのトラプル解決、家財悩場の確保、危険家屋の早

期解体、復興の体制づくりを都腋し、要望した。

（第6回） 2月22日 災害復旧 ・復興対策の最新の

現状把握を行い、仮設住宅並ぴに被災者に対する施

策の内容充実、家｝屋の応急修理の実施、宅地斜面の

崩壊二次災害の防止、マンション復典対策の支援等

について箸淵腋し、要望した。

(2) 厖災復興対策特別委員会の設置と活動

捉災復典対策特別委貝会を地方自治法第llO条の

規定により設置した。 (5月17日）

① 裳災復興対策特別委貝会の開佃

（第 1回） 5月17日 正副委員長の互選と審議方針

等につyヽて協腋した。

（第 2回） 6月1日 被災状況、仮設住宅、救援物資、

義援金等の現状を確認し、災害復興計画、地域防災

計画の見直し等について審談した。

（第 3回） 6月28日 旋災関連の融査、支援、貸付、

給付制度を整理するとともに霰災復典計画案等につ

いて審識した。

（第4回） 7月20日 「たからづか住宅復典3ヵ年

計画」（案）及び「優良建築物等整備事業」につい

て説明を受け、マンション、住宅復輿等を審談した。

（陳附） 8月21日 兵耶県知事に対して17項目の「霰

災復旧 ・復典対策の促進に関する要望瞥」を提出し、

陳情を行った。

（第 5回） 8月21日 災害復興計画と仮設住宅の入

居状況並びにマンション解体締切や公開空地、義援

金等被災者支援問題等について審識した。

（第6回） 9月5日 仮設住宅の現地視察を行い、

義援金の支給状況、復典諸施策等について審議した。

また、復典のための組織強化や建替え助成について

要望した。

（第 7回） 10月30日 災害復興準公営住宅、碇災復

興促進区域、重点復典地区、住宅市街地総合整備事

業、密集住宅市街地整備促進事業等について審識し

t‘ 、-O

（第8回） 12月27日 実施計画における箆災復興関

連事業について説明を受け、仮設住宅の内容充実、

災害復興公営住宅建設の促進、高齢者等の社会的弱

者施策の充実等について審識した。

（第9回） 1月29日 実施計画における従災復典関

辿事業等について徘職した。

（第10回） 2月24日 仮設住宅代表者を参考人とし

て招諧し、仮設住宅等の現状、問題点等について聴

取した。

（第11回） 3月13日 前回の参考人からの要望に対

する対応等と国 ・県への陳梢事項を聴取した。

3 市長選挙、統一地方選挙及び参
議院議員通常選挙

(1) 宝塚市長選挙

宝塚市長選挙 (1月22日告示、1月29日投票）に

ついては、平成 6年10月12日開催の委貝会において

選挙期日を平成7年 1月29日に決定し、以後予定ど
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おり準備を進めていた。平成 7年に入って、 1月ll

日に立候補予定者説明会（現職陣営と共産党陣営が

出席）を開11tし、告示日を目前にしていたところに

あの未曽有の大従災が発生した。この大従災のため、

選挙の執行が可能か否か危惧されるところとなり、

取り急ぎ投票所施設の被害状況をはじめ、設似中で

あったポスター掲示場の被害状況等を調査した。投

票所については、幸いにも倒壊等により使用不能に

なった施設はなく、被害のある施設についても多少

の修理を要するとしても利用は可能であり、ポス

ター掲示場についてもなんとか全箇所設四すること

ができた。紺災直後の非常に困難な時期であったが、

選挙管理委員会としても選挙の準備は終えており、

また、 市長の任期満了を 2月6日にひかえて、従災

被害からの復旧作業が継続する中で災害対策本部長

である市長の不在という事態は避けなければならず、

当初の日程で選挙を執行することとなった。結局、

立候補したのは現戦のみで、現職の無投票当選と

なった。無投票となったことにより、選挙啓発で使

用する予定だった携帯カイロやティッ シュ等を災害

対策本部に提供した。また、 一部のポスター掲示場

を市民に提供し、情報伝言板等に使用してもらった。

選挙管理委員会事務局戦貝も、ローテーションを組

んで約40日間災害対策本部へ応援に入り、被災証明

曹の発行事務及び避難所での夜間待機等を行った。

(2) 統一地方選挙

統一地方選挙については、平成6年11月に制定さ

れた「地方公共団体の議会の談貝及び長の選挙期日

等の臨時特例に関する法律」により、県識会議貝選

挙は 4月9日に、市謡会談貝選挙は4月23日に行う

こととされていたが、阪神 ・淡路大捉災により被災

した 自治体において、この日程で選挙の管理執行が

可能であるかどうか問題となった。神戸市、西宮市、

芦屋市及び明石市選挙管理委員会が兵J庫県選挙管理

委員会に統一地方選挙延期の要望瞥を提出する中、

宝塚市選挙舒理委員会においても対応に苦I,紐したが、

投票所施股等の被害状況等はもちろん奥尻町及び島

原市等大災害後に選挙を執行した 自治体の例なども

調査し、さらに選挙笹理委員会委貝が市内の被災状

況を視察するなど諸般の事惰を総合的に検討した結

果、 2月21日開催の委員会において、宝塚市選挙管

理委員会としては、予定どおりの日程で選挙を執行

することは物理的には可能であり、統一地方選挙延

期の要望はしないという方針を決定した。その後、

2月27日付けで兵庫県選挙菅理委員会から自治大臣

に提出された統一地方選挙延期に関する要望栂を踏

まえて、 「阪神 ・淡路大簗災に伴う地方公共団体の

識会の議員及び長の選挙期日等の臨時特例に関する

法律」が制定 (3月13日公布 ・施行）され、兵匝県

議会議貝選挙、神戸市、西宮市及び芦屋市議会議貝

選挙、芦屋市長選挙については、 6月11日に延期さ

れることとなった。

① 宝塚市議会識貝選挙

宝塚市議会議貝選挙 (4月16El告示、4月23日投

票）については、このような経緯から当初の日程で

選挙が執行されることになった。市議会識貝選挙の

管理執行に当たっては、有権者把握（特に、避難者

の住所認定）やそれに伴う入場監理券の送付及び選

挙公報の配布、投票所・開票所の確保、ポスター掲

示場の確保、選挙事務従事者の確保等の課題があっ

た。避難者の住所認定については、原則どおり住民

票に基づいて判断し、住民票と別のところに居住し

ていても、住民票を異動していない場合は一時的な

避難として取り扱った。入場整理券の送付について

も、郵便局に協力を求め、郵便局に転送届が出 され

ている場合は市外のものも含めてその住所に郵送し

てもらうこととした。選挙公報の配布については、

避難所には災害対策本部を通じて配布し、仮設住宅

入居者等の一時的な避難者に対しては、災害対策本

部等に連絡のあった避難先の住所に郵送する ことに

より対応した。投票所については、市長選挙執行後

解体された施設等を一部変更したほかは、従来の施

設を使用することができた。ポスター掲示場につい

ては、市識会議員選挙の場合はかなり大きなものと

なるため、市長選挙とは異なる楊所に設骰するもの

が多く、改めて設樅場所を調査したうえで設骰した。

選挙事務従事者の確保についても、災害復旧業務に

追われる中でありながら、広く職員の協力を得て対

応することができた。また、選挙啓発については、

従災後であることを考感して街頭啓発を 自粛するこ

ととし、従来から英施してきたものに加え、笈災復

典をイメージして 「こんな災害にはまけへんで こ

の一票で立ちあがろう」というキャッチコピーを入

れたのぽりを市内各所に掲示したほか、 一時避難者

に対して、選挙公報と同様の方法により一時避難者



向けのチラシを配布（郵送）した。市談会識員選挙

には、定数30の議席をめぐって、現職27人（内女性

1人）、新人8人（内女性 1人）の35人が立候補した。

箆災復興が焦点となる中で、選挙運動についても 、

候補者が避難所を訪問することは、公職選挙法で禁

止されている戸別訪問になるのではないか等の災害

時に固有の問題が生じたりした。筵災後の選挙であ

り、また、投票日当日は午前中、時折激しい雨が降

り風も強かったため投票率の低下が危ぶ まれたが、

午後からは天候も固復し、巌終的には45.35%とな

り、前回を0.45％下回るだけにとどまった。選挙の

結果、現職26人 （内女性 1人） 、新人4人 （内女性

1人）が当選した。

② 兵府県謡会議員選挙

兵駆県餓会談員選挙 (6月2日告示、6月11日投

票） は、県下全体の選挙であるため被災しなかった

自治体も含めて、先に述べたとおり臨時特例法によ

り4月9日から 6月11日に延期された。宝塚市選挙

区（定数 3) においては現職3人、新人 1人の 4人

が立候補した。選挙の管理執行に当たっては、市談

会議員選挙の際と同様の問題があったが、既に市議

会議貝選挙でクリアしていたため、比較的スム ーズ

に進めることができた。 しかし、投票率は31.28%

と前回選挙の投票率を7.60％下回る結果となった。

選挙の結果、現職2人、新人 1人 （女性）が当選し、

宝塚市選挙区では初めての女性の県識会議員が誕生

した。

(3) 参議院議員通常選挙

参議院議員通常選挙 (7月6日公示、 7月23日投

票）については、鹿災後半年を経過していたものの

依然として縦災の影響は残っており、先に執行した

選挙と同様の点に留意して選挙の管理執行に当たっ

た。兵廊県選挙区（定数2)では、現職 2人、新人

5人（内女性2人）の7人が立候補した。選挙の結果、

現職 1人、新人 1人が当選した。投票率は、 宝塚市

選挙区で、 35.91%、兵駆県においては38.29%、全

国でも44.52％と参識院選挙史上最低を記録した。

(4) 各選挙事務を終えて

阪神 ・淡路大旋災は、あらゆる人間の営みを激し

く揺すぶった。それは、選挙でも例外ではなかった。

平成7年前半は立て続けに選挙が予定されており、

選挙管理委貝会としても多忙な年になるということ

には覚悟を決めていた。その連続する選挙日程に加

えて、余りにも盾突に大裳災が発生したことによ り、

様々な未経験の事態に直面することとなった。この

ような状況の中で、至らない点もあったと思うが、

箆災直後の市長選挙をはじめとする 4つの選挙を無

事に終えることができたのも関係各位の協力による

ものと深く感謝している。
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